
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

<お父さん>にまつわる物語を読んでみませんか  
６月の第３日曜日は「父の日」、お父さんに感謝の気持ちを伝える日です。アメリカで始 

まった「父の日」は、「母の日」より遅く、１９５０年ごろ日本に伝わったと言われています。 

今回は「父の日」にちなんで、様々な<お父さん>が描かれた物語等をご紹介します。 

・オー！ファーザー  伊坂 幸太郎 新潮社 Ｆ－イ 
高校生の由紀夫は、母親となんと４人の父親との６人暮らし。外見も職業も性格も嗜好もまるで異
なる父親たちと、由紀夫は生まれてからずっといっしょに暮らしています。そんな由紀夫が事件に巻き
込まれ、４人の父親たちは、息子を助けようと奮闘します。 

・銀河鉄道の父  門井 慶喜 講談社 Ｆ－カ 
童話作家・宮沢賢治の姿を、父親である政次郎の視点で描いた作品。質屋を営む政次郎は旅先
で長男である賢治が生まれたことを知り、大喜び。その後も入院時に泊りがけで看病するなど賢治
の面倒を見ますが、成長するにつれて賢治は質屋の跡取りとしては不向きだとわかります。 

・岳物語 椎名 誠 集英社 Ｆ－シ 
岳（ｶﾞｸ）は著者の長男の名前。保育園に通う岳の送り迎えをするのは物書きをしていて家にいる
著者の仕事。岳は友達と一緒に泥だらけになったり、他人の畑の芋を掘ったり・・・。 
岳を中心にした家庭生活や自立・成長の姿を父親の視点からから描いた私小説です。  

・ステップ 重松 清 中央公論新社 Ｆ－シ 
健一は、妻の朋子を結婚３年目、３０歳という若さで亡くしました。シングルファーザーとなった健一

は１歳半の娘の美紀を、周りの助けを借りながら、育てていこうとします。美紀の保育園の初登園から
小学校の卒業までの１０年間の２人の成長の物語です。 

・父の詫び状  向田 邦子 文藝春秋 914.6－ム 
保険会社の支店長である厳格な父、そんな父に献身的に尽くす母、ひとりで父を育て上げた祖母、
そして著者を含む４人の子どもたちの姿を通して、古き良き昭和の時代の日常生活を描いたユーモ
アあふれるエッセイ集。 

    ・父と暮せば 井上 ひさし 新潮社 912.6－イ  

・星やどりの声 朝井 リョウ KADOKAWA Ｆ－ア 

・父と私の桜尾通り商店街 今村 夏子 KADOKAWA Ｆ－イ   

・父からの手紙 小杉 健治 光文社 Ｆ－コ   

・父 辻 仁成 集英社 Ｆ－ツ   
 

 

■■ 図書館カレンダー ■■  

★開館時間 月～土曜日： 午前10時～午後8時  日・祝休日： 午前10時～午後6時  

★休館日 第２・第４月曜日（祝休日のときは翌日が休館）、資料整理期間、年末年始（12/29～1/3）  

【6月の休館日】 9日（月）、23日（月） 【7月の休館日】 14日（月）、28日（月） 
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図書館からのお知らせ 
 

 

● 青少年読書感想文全国コンクール「課題図書」の予約制限について 

 課題図書を、たくさんの方が利用できるように、次の期間予約等を制限しますので、ご理解

とご協力をお願いします。 

■ 制限期間 ６月１日（日）から８月３１日（日）まで 

■ 制限図書 課題図書のうち、小学校の低・中・高学年の部の図書 

■ 制限内容 予約、取り置き及び継続貸出（貸出期間延長）ができません。 

 
● 電子書籍で地域資料に触れてみませんか  
  加古川市電子図書館をご利用されたことはありますか？図書館カードをお持ちの

方は、パスワードを登録すると、来館しなくても、パソコンやスマホを使って、電子の書

籍を借りていただくことができます。 

加古川市発行の一部地域資料に関しては、ログインせずにどなたでも見ることが

可能です。 

中央図書館では６月１４日（土）午前１０時３０分～１１時３０分に、加古川市政７５周年記念事業と

して、加古川ゆかりの伝説・民話の朗読と現地スライドの上映を行う「加古川ゆかりのおはなし
会」を開催します。この会でご紹介する本の中には電子書籍でご覧いただける以下の図書資料など
もあります。 

 

 

 

 

 

●親子えほんの会（毎月第１金曜日） 
 

日 時 ６月６日（金） 

①午前１０時３０分～１０時４５分 

②午前１１時～１１時２０分 

対 象    ①０歳の子どもと保護者 

②１歳から３歳までの 

子どもと保護者 

定 員 各１５組（先着順） 

●えほんのじかん（毎月第２・４土曜日） 

日 時  ６月１４日、２８日（土） 

午後２時～２時３０分 

対 象   ３歳以上の子ども    

定 員   ３０人（先着順） 
 

●おはなし会（毎月第１・３・５土曜日） 

日 時  ６月７日、２１日（土） 

午後２時～２時３０分 

対 象  ４歳以上の子ども    

定 員   ３０人（先着順） 

開催場所はすべて「おはなしのへや」です。 

 

 

「あいたたの観音さま」山本禛一・文（漢字表記：「禛」は正しくは「ネ」＋「眞」） 

山本嘉彦・絵 ふるさとの絵本をつくる会（発行）Ｅ－ヤ  

泥棒が鶴林寺におまつりしている観音さまを盗み出しますが、火にかけてもとかすことができません。そこ

で、かけや（木槌の一種）を打ち下ろすと観音さまは「あいたたっ」といって涙を流しました。 

このおはなしは、加古川の民話えほんの1冊目です。この他に『どうまんの一つ火』『よこおいの観音さま』

があります。 

「郷土のおはなしとうた」（全３巻） 加古川市教育委員会（発行）093.8－キ 

 絵本になったおはなしを含め、加古川市内の郷土のおはなしやわらべ歌等を地区ごとにまとめて掲載して

います。聞いたことのあるおはなしもあるのではないでしょうか。 

 


